
ふるさといちばん

丹波篠山の時代をつくろう

市長の とーくHOT
ほっと

今月のこ ん に ち は 市 長 室

　分からないことがありましたら、ご連絡
ください。説明に伺います。

詳しくはこちら
（市ホームページ）

お問い合わせ
創造都市課☎552-5106

　市長が市政に対してのご意見やご要望を
お聴きする場として開催しています。事前の
申し込みは不要で、懇談会または１人15分程
度の面談です。
と　き　12月10日（火）16：00～19：00
ところ　本庁舎3階　応接室
問い合わせ　秘書広報課☎552-5109

　市政のさまざまな分野で功績のあった皆さんをたたえる「丹波篠山市功労者表彰式」を、11月３日に丹南健康
福祉センターで行いました。受賞されたのは、自治・福祉などの分野から、次の皆さんです。
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と う

幸
ゆ き

美
み
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クラブ＝長年にわたり無線通信技
術により、丹波篠山ABCマラソンや全国車い
すマラソンの安全で円滑な運営に寄与
•�丹
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ば

篠
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山
や ま

・まちなみアートフェスティバル実
じ っ

行
こ う

委
い

員
い ん

会
か い

＝長年にわたり丹波篠山の歴史と芸術
が融合したまちなみアートフェスティバルを
運営し、丹波篠山の芸術文化の振興と地域活性
化に尽力
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付
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労

•�内
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ひ ろ
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•勝
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•�小
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（大阪市）＝寄付金（ふるさと応援寄附）

秘書広報課☎552-5109

丹波篠山市功労者表彰
― 市政のさまざまな分野で功績のあった皆さんを表彰しました ―

（敬称略）

コミバス　 デマンドバスへ！

　

11
月
１
日
よ
り
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス「
の

る
ー
と
丹
波
篠
山
」の
運
行
が
始
ま
り
ま

し
た
。
市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の「
暮
ら

し
の
足
」を
確
保
す
る
た
め
に
、既
存
路
線

バ
ス
な
ど
へ
の
支
援
に
加
え
、
コ
ミ
ュ
二

テ
ィ
バ
ス
や
市
町
村
運
営
有
償
旅
客
運

送
、乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
な
ど
を
運
行
し
、

公
共
交
通
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
不

便
で
あ
る
」「
バ
ス
停
ま
で
が
遠
い
」「
移
動

し
た
い
時
間
に
バ
ス
が
走
っ
て
い
な
い
」

と
言
っ
た
ご
意
見
や
、
高
齢
の
方
が
免
許

返
納
を
検
討
す
る
に
し
て
も
、
自
家
用
車

の
代
替
の
移
動
手
段
が
充
実
し
て
い
な
い

こ
と
に
よ
り
、
返
納
を
躊
躇
し
て
し
ま
う

と
の
お
声
も
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
通
勤
・
通
学

に
か
か
る
路
線
バ
ス
を
維
持
し
な
が
ら
、

乗
降
場
所
と
時
間
の
自
由
度
が
高
く
、
か

つ
、
小
型
で
小
回
り
の
利
く
車
両
を
用
い

た「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」を
運
行
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」は
、
全
国
的
に
導
入

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
丹
波
篠
山
市
に
お

い
て
は
初
め
て
運
行
し
ま
す
。
従
来
の
バ

ス
の
よ
う
に
時
刻
表
や
決
ま
っ
た
運
行

ル
ー
ト
は
な
く
、
予
約
の
状
況
に
応
じ
て

乗
り
合
わ
せ
な
が
ら
、「
Ａ
Ｉ
」が
最
適
な

ル
ー
ト
を
運
転
士
に
示
し
て
最
適
な
経
路

で
走
行
す
る
こ
と
で
、
効
率
的
な
運
行
が

で
き
る
新
た
な
公
共
交
通
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
電
話
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
ア
プ
リ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
乗
り
た

い
時
間
を
指
定
し
て
24
時
間
い
つ
で
も

予
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
運
行

エ
リ
ア
内
に
は
約
１
７
０
の
乗
降
場
所

が
あ
り
ま
す
の
で
、
乗
り
た
い
場
所
、

降
り
た
い
場
所
を
選
ん
で
出
掛
け
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
、
と
て
も
便
利

な
乗
り
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
始
め
た
の
は
、
福
住
、
日
置
、

村
雲
、
雲
部
、
畑
、
城
北
、
城
下
町
の

エ
リ
ア
で
、
来
年
に
は
市
の
西
部
で
も

始
め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
か
ら
路
線
バ

ス
へ
乗
り
継
ぐ
場
合
な
ど
は
、
来
年
か

ら
料
金
を
減
額
で
き
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。

から
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西宮年金事務所☎0798-33-2944 ／医療保険課☎552-7103

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が送付されます

　社会保険料（国民年金保険料）は、納付した全額が所得税と住民税の控除対象となります。ご家族の国民年金保険
料を支払っている場合も控除対象です。この控除を受けるには、保険料を納付したことを証明する書類（控除証明書）の
添付が必要ですので、年末調整や確定申告まで大事に保管してください。

※�万が一、控除証明書を紛失された場合は再発行できますので、基礎年金番号などをお確かめの上、西宮年金事務所
へお問い合わせください。

※�マイナポータルから「ねんきんネット」
にログインし、電子送付希望の登録を
すると、マイナポータルの「お知らせ」
で電子版を受け取ることができます。
その場合、郵送はされません。

控除証明書の送付について（日本年金機構から発送）
対　象　者 送付方法 送付時期

令和６年１月１日から９月30日
までの間に納付された方

電子送付 順次発送中郵送
令和６年10月１日から12月31日
までの間に納付された方

電子送付 令和７年１月下旬
郵送 令和７年２月上旬

　　市内の小学５年生から中学３年生を対象に「全国学力・学習状況調査」（以下、全国調査）および「丹波篠
山市学力・生活習慣状況調査」（以下、市調査）を実施しました。結果の概要と学力向上の取り組みについ
てお知らせします。� ※調査により測定できるのは、学力の一部です。

　市では、子どもたちに育む学力を「１本の樹」と捉え
て取り組んでいます。
　葉は「知識や技能」、幹は「思考力・判断力・表現力」、
根は「学びに向かう力・人間性等」を表しています。
　この学力の樹が育つ「土壌の栄養分」として、「４つの
力」を育むことを重視しています。「４つの力」を育み、
栄養たっぷりの土づくりをして、学力の樹を大きく元
気に育てることをめざしています。
　また、「学力」を「個人の力」としてだけではなく、「集
団に属する力」として捉え、学級や学校で子どもたちが
協働的に学び合う土台となる人間関係や学級風土など
の集団の状態も重視しています。
　さらに、学校・家庭・地域の連携による「知の森」づ
くりを通じて、子どもたちの学力を向上させることを
めざします。

中学３年生の学力の経年変化
　右のグラフは、正答率を基に、市内の現在中学３年生の子ども
たちの学力の変化を４年間にわたって追ったグラフです。各年度

で全国の正答率と比較しています。
　例えば令和６年度の数学の正答率は、全国値
より6.5ポイントも上回っています。グラフか
ら、学年が上がるごとに学力が着実に伸びてい
るといえます。

0.3

R3
－0.2

1.1

R4

■ 国語　　■ 数学（算数）

1.9 2.1

R5

5.5

1.9

R6
（小学６年生時）（中学１年生時）（中学２年生時）（中学３年生時）

6.5

人間関係の特徴
　左のグラフは、中学３年生の生徒質問紙の結果の一
部を示したものです。
　特徴的なところは、「当てはまる」と強く肯定してい
る割合が、全国値を大きく上回っているところです。
このような傾向が他の質問でも多数見受けられまし
た。学校が生徒同士や先生との関係性を大切にし、安
心できる学級集団づくりに努めていることにより、協
力し合える文化が育っていると思われます。
　また、Q3.の結果から、先生は生徒に寄り添った指
導ができていると考えられます。

回答率から見る特徴
　問題に対する「無回答率」は全国値に比べて低く、最
後まで諦めずに粘り強く取り組もうとする姿勢も育っ
ています。学力調査では測定できない「非認知能力（や
る気・協調性・自制心など、人の心や社会性に関する
力）」が高まり、好ましい人間関係・学習集団を形成し、
集団の学力向上につながっているといえます。
　学校生活・家庭生活・地域活動など、さまざまな
場面を通して、子どもたちの非認知能力を高めてい
きます。

■ 当てはまる　■ どちらかといえば当てはまる　■ どちらかといえば当てはまらない　■ 当てはまらない

中学３年生　学力の経年変化

教育研究所☎552-5824

「全国学力・学習状況調査」および
「丹波篠山市学力・生活習慣状況調査」の結果をお知らせします

教科に関する調査 　中学３年生の数学で全国平均を6.5ポイント上回りました。その他の学年の平
均正答率は、各教科±５ポイント以内で全国平均と同程度の範囲にあります。

全国平均との比較（市の平均正答率−全国の平均正答率）� 【単位：ポイント】

小５（市） 小６（全国） 中１（市） 中２（市） 中３（全国）

国語 −2.6 −1.7 ＋0.8 ＋3 ＋1.9

算数・数学 −2.6 −1.4 −0.1 ＋1.3 ＋6.5
※小学５年生および中学１・２年生は市調査、小学６年生および中学３年生は全国調査です。

教育研究所
ホームページ

人間性等

学びに
向かう力

学力向上に向けた本市の視点　　環境を整え、学びの根っこを育もう！

学習状況調査から見える本市の生徒の特徴

Q1. 友達関係に満足していますか

0 20 40 60 80 100

市

全国

（％）

69%

55%

14%

Q2. �授業や学校生活では、友達や周りの人の考え
を大切にして、お互いに協力しながら課題の
解決に取り組んでいますか

0 20 40 60 80 100

市

全国

（％）

57.8%

46.1%

11.7%

Q3. �先生は、授業やテストで間違えたところや、理
解していないところについて、分かるまで教
えてくれていると思いますか

0 20 40 60 80 100

市

全国

（％）

46.2%

35.5%

10.7%

４つの力
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地域計画課☎552-1118

第14回丹波篠山景観写真コンクールの入賞作品が決定！

　市では、丹波篠山の魅力的な景観や残していきたい景観を
多くの人に伝えるため、丹波篠山景観写真コンクールを実施
しています。今年は、一般の部に96点、児童・生徒・学生の
部に27点の作品を応募いただき、審査の結果、次のとおり入
賞作品が決定しました（敬称略）。

今年のテーマは
「わたしの好きな丹波篠山の景観」

「水面に映える紅葉」
石
い し

井
い

信
の ぶ

夫
お

（大阪府）

優
秀
賞

優
秀
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞

創
造
農
村
ま
ち
づ
く
り
賞

「春盛ん」
安
や す

井
い

猛
たけし

（東吹）

「祭りの夜」
四

し

方
か た

卓
た く

治
じ

（京都府綾部市）

「夕日が沈む」
志

し

儀
ぎ

正
ま さ

己
み

（西八上）

・「雪の大歳森」/ 星
ほ し

宗
む ね

浩
こ う

一
い ち

（井ノ上）	 ・「逆さ丹波富士（高城山）」/ 古
ふ る

川
か わ

真
し ん

一
い ち

（池上）

・「蛙踊り」/ 荒
あ ら

木
き

孝
た か

允
よ し

（丹波市）	 ・「まけきらい稲荷鳥居のトンネル」/ 小
こ

林
ばやし

芳
よ し

博
ひ ろ

（西新町）

・「春の宵」/ 桑
く わ

名
な

弥
や

栄
え

（大阪府豊能郡豊能町）

入
賞

「鳥居のトンネル」
山
や ま

下
し た

桃
も も

佳
か

（柏原高等学校）

「真夏の大航海」
山
や ま

田
だ

遥
は る

菜
な

（龍谷大学）

児童・生徒・学生の部
表彰式
　と　き　12月14日（土）13:30 ～
　場　所　丹波篠山市民センター

景観カレンダー 2025の配布
　配布場所　上記担当課、各支所、
　　　　　　中央図書館、
　　　　　　丹波篠山市民センター
　配布開始　12月９日（月）
　　　　　　※無くなり次第終了。

あいさつ運動啓発標語あいさつ運動啓発標語
あいさつで  笑顔広がる  地域の輪� 脇

わ き

田
た

敬
け い

子
こ

挨拶は  心をつなぐ  虹の橋� 桺
やなぎ

本
も と

松
ま つ

野
の

自分から  勇気を出して  こんにちは� 北
き た

尾
お

洋
よ う

子
こ

　地域で培われてきた絆を大切にし、相手を認め合う「あい
さつ」を推進するため、小中学生を対象に、あいさつ運動啓
発ポスターコンクールを毎年開催しています。今年度はポ
スターに加え、あいさつの大切さを啓発する「あいさつ運動
啓発標語」の募集を行い、審査の結果、次のとおり受賞作品
が決定しました（敬称略）。

最優秀賞

【小学１～３年生の部】
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（今田小１年）
【小学４～６年生の部】
福
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心
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（味間小５年） 【中学生の部】
中
な か
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む ら
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千
ち

（丹南中２年）

ポスター展示� 場所　丹波篠山市役所
最優秀・優秀作品のみ
とき　12月９日（月）～ 15日（日）� 8:30 ～ 17:15
応募作品全て
とき　12月17日（火）～ 23日（月）� 8:30 ～ 17:15

優秀賞

【小学１～３年生の部】
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（城東小１年）
【小学４～６年生の部】
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（篠山小４年）

【中学生の部】
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（篠山中１年）

【小学１～３年生の部】
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（味間小１年）
【小学４～６年生の部】
水
み ず

谷
た に

咲
さ

羽
わ

（味間小５年）
【中学生の部】

河
か ん

南
な ん

穂
ほ の

香
か

（丹南中２年）

最
優
秀
賞

人権推進課☎552-6926

あいさつ運動啓発ポスターコンクール・あいさつ運動啓発標語
受賞作品が決定！

優秀賞

優良賞
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